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10）染色体検査

　 18 トリソ ミーや 21 トリソ ミーな どの 常染色体異常や．クライ ン フ ェ ル ター症候群．タ
ー

ナー症候群な どの 性染色体異常の確定診 断に行わ れる．一
般的 には血液中の白血球や皮膚

か ら採取 した線維芽細胞，胎児診断の場合，羊水細胞が用 い られ る，いずれも採取 した細

胞を培養 して数を増や してか ら染色体検査に 使用 する ．染色体の 分析は特定の 染色法で 染

色 する と，染 色体 ごとに染色 され るパ ン ドが異な るこ とを利用 した分染法 で行われ ，G

バ ン ド法 Q バ ン ド法，R パ ン ド法 C パ ン ド法な どがあ る．

11）排卵時期の 推定法

　 時排卵期の推定 は性交後試験等の不妊症検 査時期の確定やタイ ミング指導 ，人 工授精な

どの 不妊治療にと っ て も欠かせない検査で ある ．

　  基礎体温測定

　 基礎体 温の 低温相最終 日とその 前後数 日間に排卵 が起 こることが多 い．従来い われてき

たような体温陥落 日は全症例にみ られるわけでな く．また，み られてもその 日が必ずしも

排 卵 日とは限 らな い．基礎体温は月経周期 が規則正 しい症例では．過去何周期 かの記録 か

ら大体の排卵 日を予想す ることはでき るが，正確性 に欠 け，月経不順症例 では次 回排卵 日

を推定する ことはで きな い．

　   頸管粘液検査

　頸管粘 液は卵巣 から分泌 され るエ ス トロ ゲン に よ りその 性状が変化する が，その 変化を

指標に排 卵 日を推測する検査法で あ る．排卵に 向か っ て増力ロする卵胞の エ ス トロ ゲン に よ

り，頸管 粘液 には以下 の ような変化が見 られる．

　 a．　頸管粘液量増力ロ

　 b．粘稠度の低下

　 G．牽糸性の増 加

　d．羊歯状結晶 形成

　 検査法 ：

　腟鏡 にて子 宮腟部を露出 し，ツベル ク リン用注射筒にて頸管粘液を すべ て採取 する．注

射筒の 目盛か ら頸 管粘 液量 を読み取 り，つ い で ，ス ラ イ ドグラ ス上 に頸管粘液の
一

部を圧

出 してその まま注射筒を徐 々に上方 に持ち上げ，ス ライ ドグラ ス と注射筒先端の 距離を離

してい っ た とき，どこまで頸管粘液 が切れない か（牽糸性）を 目測 する．さらに，頸管粘 液

全量をス ライ ドグラス に出 し．加熱乾燥 して 羊歯 状結晶形成の 程度を顕微鏡で観察する ，

結晶形成は（＋ ）〜（＋ ＋ ＋ ＋ ）に分類される （図 C −1−12）．頸管粘液量 0．3ml以上，牽糸性

10cm 以上 ，結晶形成 （＋ ＋ ＋）以上をも っ て排卵直前 と診断す る．排卵 後も血中工 ス トo

ゲ ン濃度 は高 い が．黄 体よ り分泌 され るプロ ゲス テ ロ ン に よ りエ ス トロ ゲン の 効果が打ち

消され るため ，排卵後は頸管粘液量 は低下 し粘稠度は増加 し，上記の 特長はすべて み られ

な くな る．

　   経腟 超音 波断層法

　経腟超音波プロ ーべ を用 い て卵胞径を測定するこ とによ り排卵日を推定する検査で あ

る．卵胞 径が平均で 20〜22mm に達す ると LH サ
ージが起こ り

1）
，排卵 E］の推定が可能で

あ る．排卵に 向けて増加するエ ス トロゲ ンの 影響を受けて子宮内膜は肥厚 し排卵直前で は

10mm 以上 とな るの で，卵胞径と同時に測定 し参考とす る （図 C−1−13）．卵胞径の 測定 は

基礎体温 を参考に予定排卵 日の数日前より経時的に 行い発育卵胞を観察し，同時に頸管粘

液検査を施行するこ とで ，よ り確実に排卵日を推定で きる ．
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垂体からの LH サ
ー

ジ を惹起 し
2 ）
，　 LH サ

ージ開始後34〜42時 閤後 に排卵 が起 こ る，血中

エ ス トラ ジ オ
ー

ル や LH 濃度を測定すれば排卵 日を推定 で きる が，頻 回の 採血 は患者の 負

担 とな り実用的で ない ため ，尿中エ ス トロ ゲ ン濃度と LH 濃度を半定量的に測定するキ ッ

トを用い た排卵 B推定 が行われ る．
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12）自己抗体検査（抗 リン 脂質抗体）

　（1）抗 リン 脂質抗体とは

　抗 リン脂質抗体 とは リン脂質に対する 自己抗 体であ り，具体的に は電気的陰性の リン脂

質（カルジ オ リピン ，フ ォ ス フ ァ チジ ルセ リン ，フ ォ ス フ ァ チ ジ ル グ リセ ロ
ー

ル 、フ ォ ス

フ ァ チ ジル イノ シ トール ，フ ォ ス フ ァ チ ジン酸）や．電気的中性の リン脂質（フ ォ ス フ ァ チ

ジルエ タノール アミン，フ ォ ス フ ァ チ ジルコ リン ）に対 する抗体 であ る（表 C −1−5）．フ ォ

ス フ ァ チジ ルエ タノ
ー

ル アミ ンはセ フ ァ リン ，フ ォ ス フ ァ チ ジル コ

’
リンは レ シチ ン と呼ば

れるこ ともあ る ．

　歴 史的には，抗 リン脂質抗体は梅毒血清反応 陽性 として検出 され てきた．梅毒血清反応

の測定系で は，抗原 と して カ ルジオ リピンが使用され て お り， した がっ て陽性 とはカ ル ジ

オ リピン に対する抗体の存在を示 してい る．梅毒患者が抗力ル ジオ リピン抗体陽性になる

こ とを利 用 した訳 で ある ．一方，梅毒で はな いのに抗力ルジオ リピン抗体をもつ 患者の場

合，梅毒血清反応の 生物学的偽陽性 と して抗 リン脂 質抗 体が検 出され た訳 であ る．

　近年，抗 リン 脂質抗体 と不 育症，血栓症との 関係は広く知 られ て おり，注目を 浴びて い

る．抗 リン脂質抗体 は特 に，後天的な血栓 傾向の原 因と しては ，最 も重要なものの
一

つ で

ある と位置付け られ るよう にな っ た．以前よ り SLE 患者に 流産 が多い事は知られ て い た

が，その 理 由は長 い こ と不 明であ っ た．その 後，SLE で 抗 リン 脂質 抗体陽 性の 場合，流

産 しやすい こ と，また SLE であ っ て も抗 リン 脂質抗体 が陰 性で あ れ ば流産率は高くな い

こ とな どが明 らか とな っ た．さ らに ，SLE な どの 基礎疾患がな く て も 抗 リン 脂質抗体 が

陽性なら ば流産 しやすい こ とが解明 され．抗 リン脂 質抗体は流産の 原因 として広く認 知さ

れるに至 っ た．

　抗 リン脂質抗体と
一言 で言 っ て も ，その 実体 は実 は以前考え られ てい たほ ど単純 で はな

い ．従来は名前 どお りリン脂質を認 識す る抗体 で ある と思われ て きたが，最近，病 原性 の

あ る抗体の 多く は，実はリン脂質その も の を認識する抗体で はな く， リン脂質に結合する

血漿蛋白に対する抗体で ある とい うこ とが分か っ て きた（図 C−1− 14）．一番最初に発見 さ

れた抗原 は β2
−glycoprotein　1（β2GPI ）で あ り，当初は コ フ ァ クタ

ー
と称された が，その後

は抗 力ル ジ オ リピ ン抗体の 事実上の 目標 抗原 とい う こ とで コ ンセ ン サ ス が得られ て い る ．
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